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Abstract 


Since coxsackie virus Al6 had been isolated from patients of hand, foot and 
mouth disease by Nakamura et al. (1965), the epidemic cases were investigated in 
Kanto area in 1966, in Osaka and Kobe area in 1967 and in Northern part of Kyushu 
island in 1968. 

The virus would be distributed widely and the epidemic of hand, foot and mouth 
disaese caused by coxsackie virus A16 were observed in the whole of Japan, 1970. 
In Nagasaki city and neighbourhood, the peak of epidemic of it was occurred in June 
and July, 1970. In this epidemic, 41 specimens obtained from 34 patients were 
examined for the virus isolation and 20 strains of isolates were obtained. Fourteen of 
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them have been identified coxsackie virus A16 and 3 of them, coxsackie virus AO. 


On the other hand, 2 of them were difficult to identify. 


It was noteworthy fact 


that the epidemic of hand, foot and mouth disease had carried with the outbreak of 


herpangina caused by coxsackie virus A5. 


は じ 


FEN (HFM) 病 の 流行 例 は 我国 で は 1963 年 中 村 
等 に よっ て , は じ め て 病因 論 的 に Coxsackie A 群 ツ 
イル ス に よる も の で ある こと が 明か に され , 次 いで 
1966 年 福島 県 に お いて 小 流行 が 経験 され た と いう . 
1967 年 に は 東京 及び 大 阪 ・ 神 戸 地方 で の 流行 , 1968 年 
に は 北九州 地方 で の 流行 が 報告 され る に 至っ て 本 症 か が 


め に 


注目 を あび て きた . そし て 1969 年 本 症 の 流行 は 拡大 し , 
1970 年 に は 全国 的 規模 で の 大 流行 と な っ た . 長崎 地方 
で も 例外 で な く 本 症 の 流行 に 遭遇 し , ウイ ルス 学 的 検 
索 を 行っ た の で 本 症 の 疫学 の 一 資料 と し て , その 検査 
成績 を 記録 と し て と ど め る と と に し た . 


検査 材料 と ウイ ルス 分 離 法 


検体 の 採取 : 長崎 市 内 里見 小児 科 , 長崎 港 外 高島 , 
三菱 鉱業 所 病院 小児 科 , 長崎 大 学 医学 部 小 宛 科 及 び 長 
崎 市 内 十 甘 会 病院 小 更 科 を 訪れ た 思 児 の うち , ore 
て 急性 期 の も ゃ の を 対象 と し て 検体 を 採取 し た . ウイ ル 
ス 分 離 材料 の ちち 准 便 , 咽頭 ぬぐい 液 は 2ml の 分 離 
用 Hanks 液 に 浸し , 水泡 内 容 は 無菌 的 に 採取 し て , 
それ ぞ れ ドラ イア イス で 凍結 し 運搬 し , 実験 に 供する 
まで 一 70C に 保存 した. 

ウイ ルス の 分 離 : 袋 便 及び 咽頭 ぬぐい 液 は Hanks 


検 査 成 
患者 発生 状況 : 著者 等 が 行っ た 今回 の HFM JE 


流行 倒 の ウイ ルス 学 的 検索 の 前 年 , 即ち も 1969 年 夏期 に 
長崎 市 内 及び 大 村 市 近 郷 で 本 症 類 似 の 思 者 の 発生 が 経 


Table 1. 


液 と よく 混ぜ た 後 、 4 で , 10,000rpm 20 分 遠心 し た 
上 清 を , また 水泡 内 容 は その まま , それ ぞ れ 常 法 に 従 
っ て . 生後 48 時 間 以 内 の 喘 乳 マウ ス の 脳 内 に 0.02ml 
を 接種 し , 10 日 以内 に めく ら 継 代 し 分 離 を 行っ た . 
分 離 ウ イル ス の 同定 : WHO エン テロ ウイ ルス ズ スモ 
ンタ ー, 国立 予防 衛生 研究 所 CFUD 腸 内 ウイ ルス 部 
か ら 分 与 を うら けた Coxsackie ウイ ルス A 群 免疫 家 東 
血清 を 用 い 常 法 に 従っ て , 貴 乳 マウ ス 脳 内 接種 法 に よ 
る 中 和 試 験 で 分 離 ウ イル ス の 同定 を 行っ た . 


と 考 X 


験 され て いた と いら が そ の 詳細 は 明か で な か っ た . AX 
崎 市 及び 近 郷 で 1970 年 5 月 か ら 9 月 に か け て , 特に 
6 月 及び 7 月 に 本 症 の 大 き な 流 行 が か み ら れ た こと は 後 


Occurrence of hand, foot and mouth disease in Kyushu, 1970 
(Tagaya & Moritsugu, 1971) 


epidemic area 


investigation 1n month 


performed cases 


number of patients in total patients 


from — to clinically diagnosed ixcmined 

Fukuoka city June — July 72 6 ^7 33 
Nobeoka city May 一 Septem. 465 20 グ 25 
Saga city May 一 July 163 3 グ 6 
Nagasaki city June 一 August 86 18 ^ 34 
Total 786 47 / 98 


182 E R Ox TH 


述 す る 通り で ある . 著者 等 の 調査 報告 を 含め て , 九州 
3 県 の 調査 機関 か ら WHO エン テロ ウイ ルス セン タ 
—, TL 腸 内 ウイ ルス 部 へ 報告 され た 資料 に よる と , 
Table 1 及び Table 2 に 示さ れる よら に に , 臨床 的 
に 診断 され た 患者 及び 調査 し 得 た 年 令 別 患者 発生 状況 
か ら , いずれ の 地域 で も 患者 の 発生 は 6 月 及び 7 月 に 
流行 の 山 を な し , NEPOS 1-194825 544, 
EA DO S CRUCIS OUO WR LC vm cx 
注目 され た . 


Table 2. Distribution of age of hand, foot 
and mouth disease (Tagaya & Moritsugu, 
1971) 


age number of patients 


10 — に 20 
20 — 29 0 


臨床 症状 と ウイ ルス 分 離 : 長崎 市 及び 近 郷 に お け 
る 患者 発生 状況 及び ウイ ルス 分 離 の 状況 を Table 3 
及び Table 4 に 掲 び た . 検体 を 採取 し た 342,00 88, 
440505, 発疹 及び 水泡 形成 を 認め 臨床 的 に HFM 
病 と 確認 され た 患者 は 29 名 で あっ た . その うち , 11 
名 か ら Coxsackie ウイ ルス A16 が 分 離さ れ , 2 名 
か ら は Cxsackie A5 及び 他 の 2 名 か ら は 同定 困難 
な 2 株 が 分 離さ れ た . 特に , 1 才 の 男児 で 発疹 及び 足 
HE, 手掌 面 の 水泡 形成 を 認め た 症例 の 3&8 p D 
Coxsackie ウイ ルス A16 が 分 離さ れ た 一 方 , 咽頭 ぬ 
ぐい 液 か ら は Coxsackie ウイ ルス A5 が 分 離さ れ 
た こと が 注目 され た . し か し , 後述 の よう に Her- 
pangina 皿 児 か ら Coxsackie ウイ ルス A5 が 分 離 
され て いる の で , HFM 症 は Coxsackie ツイ ルス A 
5 が 主役 を 演じ て いる の で は な く , 開 便 か ら 分 離さ れ 
た Coxsackie ウイ ルス A16 に よっ て 演じ られ た も 
の と 推察 する こと が 可能 で ある . また , 2 名 の HFM 
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症 の 患児 で は , 水泡 内 容 か ら 容 易 に Coxsackie ウイ 
ルス A16 が 分 離さ れ , 本 症 の 発症 機転 に 関す る 暗示 
に 富む 成績 と し て 注意 され た . 

一 方 , HFM 症例 に 混 っ て , 発疹 及び 水泡 形成 を 
全く 認め ず 咽 頭 症 状 の み 強 く , Herpangina と 診断 さ 
れ た 症例 が し ば し ば 経験 され た . この よう な 事実 は 本 
症 の 疫学 の 一 側面 と し て 注意 すべ きこ と で ある と 考え 
られ た だ た. 幸い に も , 急性 期 症 状 を 示す 440 Her- 
pangina の 患児 か ら 咽 頭 ぬ ぐい 液 を 得 て , ウイ ルス 
の 分 離 を 試み , Coxsackie ウイ ルス A16 及び AB 
が それ ぞ れ 2 株 ずつ の 分 離さ れ , Coxsackie A16 感 
染 像 と し て HFM 症 と Herpangina の 両面 が 存在 
し た 事実 を 強 張 し た い . 

また , HFM 病 の 患児 の 数 が 減少 し は じ め た 9 月 に , 
た また ま 無 芯 性 髄 膜 炎 の 診断 の 下 に 検体 が 採取 され , 
同 症 例 の 糞便 か ら Coxsackie ウイ ルス A16 が 分 離 
され た こと も ゃ HFM 病 の 疫学 上 に 留意 すべ きこ と で 
ある . 

全国 的 に HFM 病 例 か ら Coxsackie ウイ ルス A 
16 以外 の ウイ ルス が 分 離さ れる の は 極め て 少 い と さ 
れ て いる が , 上 記 の よう に , 長崎 市 及び 近 郷 に 流行 し 
た 同 症 例 に つい て の 病原 ウイ ルス の 検索 に お いて も 主 
と し て Coxsackie ウイ ルス A16 が 分 離さ れ た . し 
か し , 本 流行 は Coxsackie ウイ ルス A16 が 主役 
を 演じ て いた と は いえ を , 同 ウ イル ス に 起因 する と 思わ 


Table 3. Virus isolation from incidence of 
hand, foot and mouth disease patients and 
related cases in Nagasaki city, 1970, 


number of isolation 


clinical number of 


: ' ; Virus identi- 
diagnosis patients isolates fication 
HFM 29 11 Cox. A16(8) 

2 Cox. A5 
2 unidentified 
Herpangina 4 2 Cox. A16 
2 Cox. A5 
Meningitis 1 ] Cox. A16 
total 34 20 


1. The sign of (8) mean that 2 of 11 strains 
of Cox. A 16 were isolated from the contents 
of bulla on hand or foot of patients. 

2. No virus could be isolated from 15 of 29 
cases of hand, foot and mouth disease. 

3. H F M mean the abbreviation of hond, foot 
and mouth disease. 
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Table 4. Occurrence of hand, foot and mouth disease patients in Nagasaki city, in 
1970 and virus isolation from them. 
Ue. dE se : — S d WE 
cases n illness isolation 
1 1 m June, 27 HEM F, T Cox. A16 
2 9 1 June, 7 T Cox. A16 
3 1 m June, 29 Herpangina T Cox. Ab 
4 5 f June, 30 "H F Cox. A16 
5 3 m June, 28 HFM F; T unidentified 
6 1 m June, 23 7 F, T Cox. Al6 & A5 
7 ? j: June, ク T, V Cox. A16 
8 9 z June, ん T Cox. A16 
9 l m June, 29 " T unidentified 
10 1 m July, 3 み T Cox. AI6 
11 ? ? July, の T, V Cox. A16 
12 ツ i July, ク F Cox. A16 
13 2 m July, 26 ^ F, T Cox. A16 
14 1 m July, 22 か T Cox. A16 
15 2 f July, 25 み T Cox. A5 
16 6 m July, 24 Herpangina X Cox. AD 
17 ] m August, 26 ん T Cox. A16 
18 3 f August, 31 HEM T Cox. A16 
19 D m Sept., 15 ^" F Cox. A16 


The sign of F, T and V mean the abbreviation of feces, throat swab and contents of vesicles. 
The sign of m and f mean man and female respectively. 


れ た Herpangina 及び 無菌 性 髄 膜 炎 が 混在 し て いた 
こと も 注意 し な けれ ば な らら ない. また , 今回 の 当地 方 
に お ける HEM 症 の 流行 に Coxsackie ウイ ルス A 


お ^? 


19704£, 全国 的 に HFM 症 の 流行 が み ら れ , 長崎 
地方 で も 例外 で な く , 6 月 及び 7 月 を 中 心 と し て 多発 
Lic. 今回 の HFM 症 の 流行 は Coxsackie ウイ ルス 
A16 に 起因 する も の と 推定 され た が , Coxsackie A 
5 の 混在 が 明か に され た よう に 他 の ウイ ルス の 検索 も 
流行 の 一 側面 を 知る 上 に 必要 な こと で ある . HFM AE 
患者 の 糞便 及び 咽頭 ぬぐい 液 か ら Coxsackie A16 が 


5 に 起因 する と 考え られ る Herpangina が 混在 し て 
いた こと も 注目 すべ き 事 実 で ある . 


y に 


分 離さ れ た が , 水泡 内 容 か ら ゃ 容易 に 同 ウ イル ス を 分 
離す る こと が 出来 た . 糞便 或いは 咽頭 ぬぐい 液 か ら の 
ウイ ルス と 水泡 内 容 か ら の ウイ ルス は 性 状 が 異な る と 
する 沼崎 等 (1970) の 報告 が あり , 本 症 の 発症 機転 を 
追 完 する た め に も 両 ウ イル ス の 性 状 の 検討 の 追試 , 研 
究 は 必要 で ある が , 今後 の 問題 と し て 残さ れ た . 
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